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プロジェク ト科目報告会

開催日 2009年2月2日

企画班 全体

企画者 杉浦章介

講演者  プロジェク ト科目履修者

 平成21年2月2日 、大学院棟334号 室にて、プロ

ジェク ト科 目の報告会が開催 された。プロジェク

ト科 目は、通年の大学院履修科 目であり、通常の

講義形式の科目とは異なる。履修する学生が主体

的に実験に取 り組み、1年 間の成果の発表を以っ

て単位の認定 となる。本科 目は、本人文GCOEの

前進である21COEと 並行する形で立ち上げ られ

た 「魅力ある大学院教育 イニ シアティブ」の主軸

科 目として開講 され、発展 して きた経緯があ り、

準備期間まで含めると今年度で4年 目となる。本

年度は計5つ のプロジェクトが開講され、報告会

では10名 の履修者が発表 を行った。内容は、 ヒト

の臭覚による推論能力の検討か ら、生得的な言語

基盤の検証、脳活動解析、論理学、データベース

構築など、昨年 よ りも多岐に渡るものであった。

数年来継続することでピンポイン トな検証に至っ

たテーマや、今年度か ら新規に学生が考案 した

テーマ も含 まれてお り、いよいよ分野横断的な学

生主体の科 目となってきた感があった。この報告

会は、成果発表会と銘打ってはいるものの、整っ

たデー タの発表を単に求めるという場ではない。

形 となったデータではなくとも、必ずしも自身の

専門ではない実験 テーマに取 り組 んだその過程

を、異分野の教員と多面的に意見交換を行うこと

で、実験 として構築させる方法論を学ぶ場として

の役割 を帯びてきた気がする。学生のこのような

体験は、成果 としては目に見 えにくいかもしれな

いが、開講当初から履修院生 らが積み重ねてきた

ものが、科 目の特色 として根付 きつつあるように

感 じた。分野横断的な本教育拠点の特徴を生か し

た自由度の高い科 目として、来年度以降もさらな

る展 開が期待 されるだろう。

                 (伊澤栄一)
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